
令和４年９月

名張市教育委員会

結果・分析と今後の取組



調査開始後１４回目（１６年目）を迎え、本年４月１９日に、市内の小学校第６学年

及び中学校第３学年の児童生徒を対象に行われた「全国学力・学習状況調査（以下「全

国学調」）」の結果について、本市の児童生徒の学力の定着状況、学習状況、生活習慣

等調査の分析結果や今後の取組を以下のとおりまとめました。

本調査は、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒

の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図ると

ともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる目的

で実施するものです。なお、調査により測定できるのは学力の特定の一部分であり、学

校における教育活動の一側面です。これらのことを十分考慮し、今後の名張市の学校教

育の一層の充実を図ってまいります。

○調査実施年月日 令和４年４月１９日（火）
○調査実施児童生徒数 ※当日実施数

小学校（全６年生１４小学校）： ６１２名

中学校（全３年生 ５中学校）： ５４４名

１ 各調査項目の平均正答率等の状況

※１ 名張市平均 ･･･文科省から整数値（小数第一位を四捨五入）により結果提供
※２ 全国比 ･･･全国平均を100としたときの名張市平均の割合（得点率）

本年度、小学校の国語と理科、中学校の国語において、全国比（全国を100とした場
合）で前回調査よりプラスとなり、三重県の平均正答率と同等程度となり、全国の平均
正答率にも迫る結果となりました。一方で、小学校の算数、中学校の数学と理科では、
全国比で前回調査よりマイナスとなり、全国の平均正答率に迫ることができませんでし
た。

令和４年度 小学校 中学校

調査項目 国語 算数 理科 国語 数学 理科

名張市
※１

65 61 63 68 49 46

全国比
※2

99.1 96.5 99.5 98.6 95.3 93.3

Ｒ３との比較 1.7% -0.3% 5.0% 2.6% -0.8% -9.6%

三重県 65 62 63 68 52 48 

全国 65.6 63.2 63.3 69.0 51.4 49.3 

単位（%）
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＜現中学校３年生生徒の小学校６年生時との比較＞

同じ児童生徒に視点を当てた、平成３１年度（小学６年生時の結果）と令和４年度

（中学校３年生の結果）との経年変化では、名張市における全国比が、３年前より低くな

りました。今後、結果を分析し、課題を整理し、課題克服に向け、日々の授業から改善を

図り、確かな学力が身につくよう取組を進めてまいります。

本年度
（令和4年度）

中学３年生

調査項目 国語 数学

名張市平均 68 49

全国比(％) 98.6 95.3

３年前との比較 -3.3 -3.8

３年前
（平成31年度）

小学６年生時
全国比(％) 101.9 99.1

＜無解答率の状況＞（経年変化）

本年度、小学校では、国語、算数で無解答率が全国平均より低くなっています。理科は

全国平均より高くなっています。

中学校では、国語、数学、理科で全国平均より高くなっています。

※全国比で表示（全国平均を100としたときの名張市平均の割合）
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２ 各調査項目の結果概要

小学校 国語
名張市 全国 差

平均正答率 ６５ ６５．６ －０．６

無解答率 ５．５ ５．７ －０．２

＜領域別／平均正答率＞

★領域別で見てみると、名張市では「我が国の言語文化に

関する事項」が高く、次いで「言葉の特徴や使い方に関する

事項」、「話すこと・聞くこと」、「読むこと」、「書くこと」の順に

低くなっている。

平均正答率・・・全国より良い傾向を（＋） 、そうでない傾向を（－）
無解答率・・・全国より良い傾向を（－） 、そうでない傾向を（＋）で表しています

名張市 三重県 全国

△ 第３四分位 12.0問 12.0問 12.0問
◇ 第２四分位 10.0問 10.0問 10.0問
▽ 第１四分位 7.0問 7.0問 7.0問

＜正答率が高かった問題の概要＞
１一 【話し合いの様子の一部】における谷原さんの

発言の理由として適切なものを選択する。
85.8% [選択式]

１三 【話し合いの様子の一部】で、中村さんが前田
さんに質問し、知りたかったことの説明として適
切なものを選択する。 83.7% [選択式]

３四 （一）から（二）に書き直した際、気を付けた
内容として適切なものを選択する。

79.7% [選択式]

＜正答率が低かった問題の概要＞
３二 【伝え合いの様子の一部】を基に、【文章２】

のよさを書く。
＜問題の趣旨＞
文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見

付けることができるかどうかをみる。

37.6％［記述式］

１四 「ごみ拾い」か「花植え」かのどちらかを選ん
で、（ ）でどのように話すかを書く。

＜問題の趣旨＞
互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、自分の考え
をまとめることができるかどうかをみる。

50.3％［記述式]

＜無解答率が高かった問題の概要＞
３三ウ【文章２】の中の 部ウを、漢字を使って

書き直す。（したしむ）
12.1％［短答式］

＜学習指導に当たって＞
○ 伝え合う経験を積み重ねていくことで、自分の文
章のよいところを見付けたり、それを言葉で表した
りする指導が大切である。本設問のように、自分が
書いた目的や意図を相手に伝えたり、感想や意見を
具体的に伝え合ったりすることができるように指導
すると効果的である。さらに、互いの文章を読み合
うことで、経験の取り上げ方や言葉の選び方、書き
方の工夫を認め合い、自分の表現に生かそうとする
ことも大切である。（３二）

○ 話合いを始める際に話合いの目的や方向性を検討
すること、話合いの展開や内容を踏まえて互いの意
見を整理すること、様々な視点から検討して自分の
考えをまとめることなどが重要である。（１四）

○ 文や文章の中で使おうとする習慣を身に付けるよ
うにするとともに、当該学年に配当されている漢字
を漸次書き、文や文章の中で使うように指導するこ
とが重要である。（３三ウ）

令和４年度全国学力・学習状況調査「報告書」より

＜平均正答数＞

▽ ◇ △

言葉の特徴

や使い方に

関する事項

我が国の言

語文化に関

する事項

話すこと・聞く

こと
書くこと 読むこと

名張市 67.7 79.7 67 48.5 65.8

三重県 68.7 79.6 64.2 46.6 64.7

全国 69 77.9 66.2 48.5 66.6
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国語 3 経験を基に考えたことを書く（六年生としてがんばりたいこと）

問題の趣旨

文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよ

いところを見付けることができるかどうかをみる。

正答率 ３７．６％

無解答率 １８．６％

学習指導に当たって

「文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付ける。」

「共有」に関する指導事項の定着を図るためには、互いの文章に対する感想や意見を伝え合うことを

通して、自分の文章のよいところを見付けることができるように指導することが重要である。自分の文

章のよいところとは、第１学年及び第２学年では、「内容や記述などに見られる具体的なよさ」、第３

学年及び第４学年では、「書こうとしたことの明確さ」、第５学年及び第６学年では、「文章全体の構

成や展開の明確さ」などである。

学習指導に当たっては、伝え合う経験を積み重ねていくことで、自分の文章のよいところを見付けた

り、それを言葉で表したりする指導が大切である。本設問のように、自分が書いた目的や意図を相手に

伝えたり、感想や意見を具体的に伝え合ったりすることができるように指導すると効果的である。

さらに、互いの文章を読み合うことで、経験の取り上げ方や言葉の選び方、書き方の工夫を認め合い、

自分の表現に生かそうとすることも大切である。自分の文章のよいところを見付ける経験を重ねること

が望まれる。

[令和４年度全国学力・学習状況調査「報告書」より]

-4-



0%

5%

10%

15%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10

問

11

問

12

問

13

問

14

問

15

問

16

問

小学校 算数
名張市 全国 差

平均正答率 ６１ ６３．２ －２．２

無解答率 ３．１２ ３．４９ －０．３７

＜領域別／平均正答率＞

★領域別で見てみると、名張市では「数と計算」が高く、次い

で、「データの活用」、「図形」、「変化と関係」の順に低くなっ

ている。

＜学習指導に当たって＞
○ 本設問を用いて、果汁が含まれた飲み物を二つに
等しく分けても、果汁の濃さは変わらないという生
活経験を想起しながら、果汁の割合は変化しないと
判断する活動が考えられる。その際、生活経験を基
にした判断と、果汁の割合を計算で求めた結果を関
連付けて考えることができるようにすることが大切
である。（２(3)）

○ 数の大きさを見積もる必要があるときは、目的に
応じて大きく見たり小さく見たりして、概算できる
ようにすることが重要である。その際、概数にする
方法である切り上げ、切り捨て、四捨五入を用いて
計算し、どの方法が適切であるかを判断できるよう
にすることが大切である。（１(4)）

○ 問題場面の数量の関係に着目し、数量の関係を簡
潔に式で表すとともに、式を読み取ったり、正しく
計算したりすることができるようにすることが重要
である。（３(4)）

令和４年度全国学力・学習状況調査「報告書」より

＜平均正答数＞

＜正答率が高かった問題の概要＞
１(1) １０５０×４を計算する。93.5% [短答式]

４(2) 長方形のプログラムについて、向かい合う辺
の長さを書く。 82.4% [短答式]

＜正答率が低かった問題の概要＞
２(3) 果汁が含まれている飲み物の量を半分にした

ときの、果汁の割合について正しいものを選ぶ。
＜問題の趣旨＞
数量が変わっても割合は変わらないことを理解しているかどうかを

みる。 15.5％［選択式］

１(4) ８５×２１の答えが１４７０より必ず大きく
なることを判断するための数の処理の仕方を選
ぶ。

＜問題の趣旨＞

目的に合った数の処理の仕方を考察できるかどうかをみる。

31.4％［選択式］

４(1) 示されたプログラムについて、正三角形をか
くことができる正しいプログラムに書き直す。

＜問題の趣旨＞
正三角形の意味や性質を基に、回転の大きさとしての角の大きさに
着目し、正三角形の構成の仕方について考察し、記述できるかどう

かをみる。 40.2％［記述式］

＜無解答率が高かった問題の概要＞
３(4) １年生の希望をよりかなえるためのポイント

数の求め方と答えを書く。
9.0％［記述式］

▽ ◇ △

名張市 三重県 全国

△ 第３四分位 12.0問 13.0問 13.0問
◇ 第２四分位 10.0問 10.0問 11.0問
▽ 第１四分位 7.0問 8.0問 8.0問

数と計算 図形 変化と関係 データの活用

名張市 67.8 60.9 48.7 65.4

三重県 68.8 62.8 51 66.9

全国 69.8 64 51.3 68.7
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算数 ２ 二つの数量の関係について考察すること（果汁の割合）

問題の趣旨

示された場面のように、数量が変わっても割

合は変わらないことを理解しているかどうかを

みる。

正答率 １５．５％

無解答率 ０．７％

学習指導に当たって

（２）について、「割合と基準量から、比較量を求めることができるようにする。」

問題場面から、基準量、比較量、割合の関係を捉えることができるようにすることが重要である。

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、飲み物の量と果汁の割合から、果汁の量を求める活動

が考えられる。その際、（基準量）×（割合）＝（比較量）などの言葉の式だけでなく、自分にとって

分かりやすい図をかいて数量の関係を捉え、その数量の関係から比較量を求める式を立てることができ

るようにすることが大切である。

（３）について、「日常の具体的な場面に対応させながら、割合について理解できるようにする。」

日常の具体的な場面に対応させながら、飲み物の量に対する果汁の量の割合が、飲み物の濃さを表し

ていることを理解できるようにすることが重要である。その際、飲み物を分けても、飲み物の濃さは変

わらないという生活経験を想起できるようにすることが大切である。

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、果汁が含まれている飲み物を二つに等しく分けても、

飲み物の濃さは変わらないという生活経験を想起しながら、飲み物の量に対する果汁の量の割合は変わ

らないと判断する活動が考えられる。その際、生活経験を基にした判断と、飲み物の量に対する果汁の

量の割合を計算で求めた結果を関連付けて考えることができるようにすることが大切である。

問題の趣旨

百分率で表された割合と基準量から、比較量

を求めることができるかどうかをみる。

正答率 ５９．３％

無解答率 ２．９％

[令和４年度全国学力・学習状況調査「報告書」より]
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小学校 理科
名張市 全国 差

平均正答率 ６３ ６３．３ －０．３

無解答率 ３．６２ ３．５８ ０．０４

＜領域別／平均正答率＞

★領域別で見てみると、名張市では「生命]を柱とする領域が

一番高く、次いで「地球」、「粒子」、「エネルギー」の順に低く

なっている。

＜学習指導に当たって＞
○ 光の進み方に関する問題について、はね返した日
光を地面に当てたり、はね返した日光の間に紙を入
れたりするなどして、主体的に問題解決をする中で、
はね返した日光が直進することを捉え、本設問のよ
うな場面を説明する学習活動が考えられる。
（３(1)）

○ 結果の具体的な数値や、それを分析した内容など
を根拠として表現する場面を設定することが大切で
ある。例えば、問題に対するまとめを行う際に、結
果を具体的な数値として学級内で共有し、何を結論
の根拠としているのかを明らかにし、より妥当な考
えをつくりだす学習活動が考えられる。（３(4)）

○ 自然の事物・現象に働きかけて得た事実について
話し合う中で、自分や他者の気付きを捉え、主に差
異点や共通点を基に、問題を見いだす場面を設定す
ることが大切である。（２(4)）

令和４年度全国学力・学習状況調査「報告書」より

＜平均正答数＞

＜正答率が高かった問題の概要＞
１(1) 見いだされた問題を基に、観察の記録が誰の

ものであるかを選ぶ。 93.2% [選択式]

４(1) 冬の天気と気温の変化を基に、問題に対する
まとめを選ぶ。 83.4% [選択式]

＜正答率が低かった問題の概要＞
３(1) 光の性質を基に、鏡を操作して、指定した的

に反射させた日光を当てることができる人を選ぶ。
＜問題の趣旨＞
日光は直進することを理解しているかどうかをみる。

29.4％［選択式］

３(4) 問題に対するまとめから、その根拠を実験の
結果を基にして書く。

＜問題の趣旨＞
実験で得た結果を、問題の視点で分析して、解釈し、自分の考えを
もち、その内容を記述できるかどうかをみる。

36.4％［記述式］

２(4) 凍った水溶液について、試してみたいことを
基に、見いだされた問題を書く。

＜問題の趣旨＞
自然の事物・現象から得た情報を、他者の気付きの視点で分析して、
解釈し、自分の考えをもち、その内容を記述できるかどうかをみる。

40.1％［記述式］

＜無解答率が高かった問題の概要＞
２(1) 一定量の液体の体積を適切にはかり取る器具

の名称を書く。 7.6％［短答式］

▽ ◇ △

名張市 三重県 全国

△ 第３四分位 14.0問 14.0問 14.0問
◇ 第２四分位 11.0問 11.0問 11.0問
▽ 第１四分位 8.0問 8.0問 8.0問

「エネルギ」を柱

とする領域

「粒子」を柱とす

る領域

「生命」を柱とす

る領域

「地球」を柱とす

る領域

名張市 50.8 59.1 74.7 62.5

三重県 51.1 59.1 74.6 63.2

全国 51.6 60.4 75 64.6

30

40

50

60

70

80

「エネルギ」を柱

とする領域

「粒子」を柱とす

る領域

「生命」を柱とす

る領域

「地球」を柱とす

る領域

名張市 98.4 97.8 99.6 96.7

三重県 99.0 97.8 99.5 97.8

全国 100 100 100 100

90.0

92.0

94.0

96.0

98.0

100.0

102.0

全国比
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学習指導に当たって

３（１）について、「知識を相互に関連付けて、より深く理解できるようにする 。」

知識をより深く理解できるようにするためには、主体的な問題解決を通して知識を習得できるようにするこ

とや、習得した知識を実際の自然の事物・現象と関連付けて説明できるようにすることが重要である。

指導に当たっては、例えば、光の進み方に関する問題について、はね返した日光を地面に当てたり、はね返

した日光の間に紙を入れたりするなどして、主体的に問題解決をする中で、はね返した日光が直進することを

捉え、本設問のような場面を説明する学習活動が考えられる。

２（４）について、「自然の事物・現象に働きかけて得た事実について、自分や他者の気付きを基に分析して、

解釈し、問題を見いだすことができるようにする。」

自然の事物・現象に働きかけて得た事実について、自分や他者の気付きを基に分析して、解釈し、問題を見

いだすことができるようにするためには、事実を比較し、差異点や共通点を捉えることができるようにするこ

とが重要である。

指導に当たっては、自然の事物・現象に働きかけて得た事実について話し合う中で、自分や他者の気付きを

捉え、主に差異点や共通点を基に、問題を見いだす場面を設定することが大切である。例えば、空気の温度に

よる体積の変化について学習した後、「空気は圧し縮められるけれど、水は圧し縮められなかったように、空

気と水の性質は違うのかな」、「空気の温度と体積の関係が分かったけれど、水はどうなのかな」、などと調

べたいことについて話し合う中で、「水は空気と同じように、温度を変えると体積は変わるのだろうか」と

いった問題を見いだす学習活動が考えられる。

理科 ３ エネルギーに関する問題

問題の趣旨

自然の事物・現象から得た情報を、他者の気付きの

視点で分析して、解釈し、自分の考えをもち、その内

容を記述できるかどうかをみる。

正答率 ４０．１％

無解答率 ９．９％

問題の趣旨

日光は直進することを理解しているかどうかをみる。

正答率 ２９．４％

無解答率 ０．６％

理科 ２ 粒子に関する問題

[令和４年度全国学力・学習状況調査「報告書」より]
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0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問

中学校 国語
名張市 全国 差

平均正答率 ６８ ６９．０ －１．０

無解答率 ４．３１ ４．２６ ０．０５

＜領域別／平均正答率＞

★領域別で見てみると、名張市では「言葉の特徴や使い方に関す

る事項」が一番高く、次いで「我が国の言語文化に関する事項」、

「読むこと」、「話すこと・聞くこと」の順に低くなっている。「情報の扱

い方に関する事項」、「書くこと」は平均正答率が低くなっている。

＜正答率が高かった問題の概要＞
４二 最初に書いた文字の漢字のバランスについて説

明したものとして適切なものを選択する。
89.9% [選択式]

２二① 漢字を書く。（のぞく） 84.2% [短答式]

＜正答率が低かった問題の概要＞
４一 行書の特徴を踏まえた書き方について説明した

ものとして適切なものを選択する。
＜問題の趣旨＞
行書の特徴を理解しているかどうかをみる。

36.0% [選択式]

２三 農林水産省のウェブページにある資料の一部か
ら必要な情報を引用し、意見文の下書きにスマー
ト農業の効果を書き加える。

＜問題の趣旨＞
自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くこと
ができるかどうかをみる。

42.5% [記述式]

１三 スピーチのどの部分をどのように工夫して話す
のかと、そのように話す意図を書く。

＜問題の趣旨＞
自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫して話すことが
できるかどうかをみる。

48.0% [記述式]

＜無解答率が高かった問題の概要＞
３四 「おれ」は何を「なるほど」と思ったかについ
て、話の展開を取り上げて書く。 12.9％［記述式］

＜学習指導に当たって＞
○ 同じ文字を楷書で書いたものと行書で書いたもの
とを比較したり、点画の連続や点画の省略、筆順の
変化などの行書の特徴が、実際に行書で書いた文字
のどの部分に表れているのかを確かめたりする学習
活動が考えられる。（４一）

○ 意見文を書く際には、自分の考えが伝わる文章に
なるように、根拠を明確にすることが大切である。
そのためには、まず、自分の考えが確かな事実や事
柄に基づいたものであるかを確かめることが必要で
ある。その上で、自分の思いや考えを繰り返すだけ
ではなく、根拠を文章の中に記述する必要があるこ
とを理解して書くことが重要である。根拠を記述す
るにあたっては、根拠となる複数の事例や専門的な
立場からの知見を引用することなどが考えられる。

（２三）

○ 自分の考えが分かりやすく伝わるように話すため
には、聞き手に応じた語句を選択したり、話す速度
や音量、言葉の調子や間の取り方、言葉遣いなどに
注意したりして、表現を工夫することが大切である。

（１三）

令和４年度全国学力・学習状況調査「報告書」より

名張市 三重県 全国

△ 第３四分位 12.0問 12.0問 12.0問
◇ 第２四分位 10.0問 10.0問 10.0問
▽ 第１四分位 8.0問 8.0問 8.0問

▽ ◇ △

＜平均正答数＞

言葉の特

徴や使い

方に関する

事項

情報の扱

い方に関

する事項

我が国の

言語文化

に関する事

項

話すこと・

聞くこと
書くこと 読むこと

名張市 70.6 42.5 68.1 63 42.5 66.9

三重県 71.2 46.5 70 62.3 46.5 67

全国 72.2 46.5 70.2 63.9 46.5 67.9

40

45

50

55

60

65

70

75

80

言葉の特

徴や使い

方に関す

る事項

情報の扱

い方に関

する事項

我が国の

言語文化

に関する

事項

話すこと・

聞くこと
書くこと 読むこと

名張市 97.8 91.4 97.0 98.6 91.4 98.5

三重県 98.6 100 99.7 97.5 100 98.7

全国 100 100 100 100 100 100

85.0

88.0

91.0

94.0

97.0

100.0

103.0

全国比
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国語 ２ 意見文を書く（「先端技術との関わり方」）

問題の趣旨

自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確に

して書くことができるかどうかをみる。

正答率 ４２．５％

無解答率 １０．１％

学習指導に当たって

「考えの根拠が明確になるように情報を引用して書く。」

意見文を書く際には、自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にすることが大切である。そ

のためには、まず、自分の考えが確かな事実や事柄に基づいたものであるかを確かめることが必要である。

その上で、自分の思いや考えを繰り返すだけではなく、根拠を文章の中に記述する必要があることを理解

して書くことが重要である。根拠を記述するに当たっては、根拠となる複数の事例や専門的な立場からの

知見を引用することなどが考えられる。

例えば、第１学年〔思考力、判断力、表現力等〕の「Ｂ書くこと」の(2)「ア 本や資料から文章や図表

などを引用して説明したり記録したりするなど、事実やそれを基に考えたことを書く活動。」などとの関

連を図り、資料から必要な部分を引用して自分の考えを伝える文章を書き、互いに読み合うなどの学習活

動が考えられる。その際、第１学年〔知識及び技能〕の(2)「イ 比較や分類、関係付けなどの情報の整理

の仕方、引用の仕方や出典の示し方について理解を深め、それらを使うこと。」との関連を図り、引用の

仕方について理解を深めるように指導することが有効である。また、生徒の実態に応じて、意見文を書く

学習に先立ち、本問を活用した学習活動を行うことも考えられる。
[令和４年度全国学力・学習状況調査「報告書」より]
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＜学習指導に当たって＞
○ 結論を導くために何が分かればよいかを明らかに
したり、与えられた条件を整理したり、着目すべき
性質や関係を見いだし、事柄が成り立つ理由を、筋
道を立てて考えたりする活動を取り入れ、数学的に
説明できるように指導することが大切である。

（9(2)）

○ 与えられた事柄や予想した事柄が成り立つかどう
かを、具体例をあげて調べる活動を通して、結論が
成り立つための前提を捉え、見いだした事柄を数学
的に表現できるように指導することが大切である。

（６(3)）

○ 伴って変わる二つの数量ｘ、ｙの変化の様子を表
から読み取り、一次関数ｙ＝aｘ＋ｂの変化の割合
を求めることができるように指導することが大切で
ある。その際、ｘ、ｙの増加量やその割合を調べる
活動を通して、変化の割合の意味を理解できるよう
にすることが大切である。（４）

令和４年度全国学力・学習状況調査「報告書」より

中学校 数学
名張市 全国 差

平均正答率 ４９ ５１．４ －２．４

無解答率 １１．１４ １０．７５ ０．３９

＜領域別／平均正答率＞

★領域別で見てみると、名張市では「数と式」が一番高く、次

いで「データの活用」、「図形」、「関数」の順に低くなっている。

＜平均正答数＞

＜正答率が高かった問題の概要＞
５ 容器のふたを投げたときに下向きになる確率を選
ぶ。 80.3％［選択式］

２ 連立二元一次方程式を解く。
２ｘ＋ｙ＝１
ｙ＝ｘ＋４ 76.7％［短答式］

＜正答率が低かった問題の概要＞
９(2) ∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和が３０°になる理由

を示し、∠ＥＢＦの大きさがいつでも６０°にな
ることの証明を完成する。

＜問題の趣旨＞
筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明することができるか

どうかをみる。

11.8％［記述式］

６(3) ある偶数との和が４の倍数になる数について、
予想した事柄を表現する。

＜問題の趣旨＞
結論が成り立つための前提を考え、新たな事柄を見いだし、説明す
ることができるかどうかをみる。

32.7％［記述式］

４ 変化の割合が２である。一次関数の関係を表した
表を選ぶ。

＜問題の趣旨＞

一次関数の変化の割合の意味を理解しているかどうかをみる。

33.3％［選択式］

＜無解答率が高かった問題の概要＞
８(2) 目標の800㎏を達成するまでの日数を求める方

法を説明する。
27.6％［記述式］

名張市 三重県 全国

△ 第３四分位 10.0問 10.0問 10.0問
◇ 第２四分位 7.0問 8.0問 7.0問
▽ 第１四分位 4.0問 5.0問 4.0問

▽ ◇ △

数と式 図形 関数 データの活用

名張市 57 41.7 40.1 53.5

三重県 58.5 43.2 43.5 58.3

全国 57.4 43.6 43.6 57.1
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数と式 図形 関数 データの活用

名張市 99.3 95.6 92.0 93.7

三重県 101.9 99.1 99.8 102.1

全国 100 100 100 100

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

全国比
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数学 ９ 見いだした図形の性質を、与えられた条件を基に考察すること （四角形と正三角形）

問題の趣旨

筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明するこ
とができるかどうかをみる。

正答率 １１．８％

無解答率 ３９．３％

学習指導に当たって

「ある条件の下で成り立つ図形の性質を見いだし、それが成り立つ理由を数学的に説明できるようにする。」

結論を導くために何が分かればよいかを明らかにしたり、与えられた条件を整理したり、着目すべき性質

や関係を見いだし、事柄が成り立つ理由を、筋道を立てて考えたりする活動を取り入れ、数学的に説明でき

るように指導することが大切である。

本設問を使って授業を行う際には、コンピュータなどを利用して長方形ＡＢＣＤの辺の長さをいろいろに

変えた図を観察し、線分ＥＢと線分ＢＦのなす角である∠ＥＢＦが６０°になることを予想する場面を設定

することが考えられる。その上で、予想した事柄が一般的に成り立つことの理由を数学的に説明する場面を

設定することが考えられる。

例えば、∠ＥＢＦの大きさが６０°になるかどうかを確かめるためには、∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和が分か

ればよいことを話し合うなどして、説明の見通しや構想を立てることが大切である。その際、同じ長さの辺

や、同じ大きさの角に、印や記号を付けることで、図形の性質や関係を直観的に捉え、説明の見通しや構想

を立てることが考えられる。さらに、他者との話し合いを通して、前提となる条件、正しいと認めた事柄、

説明しようとする事柄を明らかにし、図形の性質や関係を論理的に考察し、表現することも考えられる。

また、予想した事柄「∠ＥＢＦが６０°になる。」ことを説明する場面において、∠ＥＢＦが ６０°に

なることを示すためには、∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和が３０°になることがいえればよいといった構想を立て、

「∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和は３０°になるか。」と焦点化して考察を進めることが考えられる。さらに、既

に証明された△ＡＢＥと△ＣＦＢが合同であることや、∠ＡＢＥ と∠ＡＥＢの和について考えることで、

∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和が３０°になるための根拠について明らかにすることが大切である。

[令和４年度全国学力・学習状況調査「報告書」より]
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「エネルギ」を柱

とする領域

「粒子」を柱とす

る領域

「生命」を柱とす

る領域

「地球」を柱とす

る領域

名張市 38.2 47.3 54.3 41.1

三重県 40.6 49.8 56.3 43.5

全国 41.9 50.9 57.9 44.3
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＜領域別／平均正答率＞

★領域別で見てみると、名張市では「生命」を柱とする領域
が一番高く、次いで「粒子」、「地球」、「エネルギー」の順に低
くなっている。

＜学習指導に当たって＞
○ 物体に力を働かせる実験を行い、一つの物体に二
つの力が働いていることに気付くようにし、それら
の力の大きさや向きを矢印で表して、つり合いの関
係を説明する学習場面を設定することが考えられる。
（５(1)）

○ 水の電気分解や水素の燃焼などの化学変化には、
電気、熱、光など「エネルギー」を柱とする領域が
関連していることに気付くようにすることが考えら
れる。その際、化学変化を起こすきっかけとなるエ
ネルギーの形態だけでなく、それらが生み出される
過程について触れることも重要である。（３(3)）

○ 他者の考察の根拠としている観測データの種類や
科学的に探究する方法が妥当か検討する学習場面を
設定することが考えられる。その際、用いた観察デ
ータが自然の事物・現象と対応しているか、観測デ
ータの読み取りが適切であるかなどの視点を明示す
ることが重要である。（２(3)）

令和４年度全国学力・学習状況調査「報告書」より

＜平均正答数＞

＜正答率が高かった問題の概要＞
３(1) 分子モデルで表した図を基に、水素の燃料を

化学反応式で表す。 79.9% [選択式]

１(2) タッチパネルの反応に水が関係しているかを
調べるために、変える条件と変えない条件を適切
に設定した実験操作の組合せを選択する。

75.3% [選択式]

＜正答率が低かった問題の概要＞
５(1) おもりに働く重力とつり合う力の矢印を選択

し、その力について説明する。
＜問題の趣旨＞
力の働きに関する知識及び技能を活用して、物体に働く重力とつり

合う力を矢印で表し、その力を説明できるかどうかをみる。

9.0％［選択式］

３(3) 水素を燃料として使うしくみの例の全体を働
かせるおおもとを指摘する。

＜問題の趣旨＞
化学変化に関する知識と技能と「エネルギー」を柱とする領域の知
識技能を関連付け、水素を燃料として使うしくみの例の全体を働か
せるおおもととして必要なものを分析して解釈できるかどうかをみ

る。 21.7％［短答式］

２(3) 上空の気象情報を地上の観測データを用いて
推論した考察の妥当性について判断する。

＜問題の趣旨＞
飛行機雲の残り方を科学的に探究する学習場面において、地上の観
測データを用いて考察を行った他者の考えについて、多面的、総合
的に検討して改善できるかどうかをみる。

26.3％［選択式］

＜無解答率が高かった問題の概要＞
５(3) 考察の妥当性を高めるために、測定範囲と刻

み幅をどのように調整して測定点を増やすかを説
明する。 35.7％［記述式］

▽ ◇ △

名張市 三重県 全国

△ 第３四分位 13.0問 13.0問 13.0問
◇ 第２四分位 9.0問 10.0問 10.0問
▽ 第１四分位 6.0問 7.0問 7.0問

「エネルギ」を柱

とする領域

「粒子」を柱とす

る領域

「生命」を柱とす

る領域

「地球」を柱とす

る領域

名張市 91.2 92.9 93.8 92.8

三重県 96.9 97.8 97.2 98.2

全国 100 100 100 100

85.0

88.0

91.0

94.0

97.0

100.0

103.0

全国比

中学校 理科
名張市 全国 差

平均正答率 ４６ ４９．３ －３．３

無解答率 ４．０３ ３．４４ ０．５９
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理科 ５ 押して使うばねを科学的に探究する（「エネルギー」を柱とする領域）

問題の趣旨（１）

力の働きに関する知識及び技能を活用して、物
体に働く重力とつり合う力を矢印で表し、その力
を説明できるかどうかをみる。

正答率 ９．０％

無解答率 ０．４％

学習指導に当たって

（１）については、「物体に働く重力とつり合う力を矢印で表して説明できるようにする。」

力の働きについて科学的に探究する上で、力は大きさと向きによって表されることや物体に働く２力の

つり合いなど、目に見えない力を矢印で表して説明することは大切である。

指導に当たっては、物体に力を働かせる実験を行い、一つの物体に二つの力が働いていることに気付く

ようにし、それらの力の大きさや向きを矢印で表して、つり合いの関係を説明する学習場面を設定するこ

とが考えられる。

（２）については、「課題に正対した考察を行うために適切なグラフを作成できるようにする。」

ばねを押す力の大きさとばねが縮む長さの関係を科学的に探究する上で、課題に正対した考察を行うた

めに適切なグラフを作成する技能を身に付けることは大切である。

指導に当たっては、課題に立ち返りながら考察を行うために、どのようなグラフを作成すればよいかを

検討する学習場面を設定することが考えられる。その際、グラフの横軸である「変化させる量」と縦軸で

ある「変化した量」が何に当たるかを考え、グラフを作成することが重要である。

問題の趣旨（２）

課題に正対した考察を行うためのグラフを作成
する技能が身に付いているかどうかをみる。

正答率 ４２．５％

無解答率 ０．４％

[令和４年度全国学力・学習状況調査「報告書」より]
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３ー① 児童生徒質問紙調査結果

「児童生徒質問紙調査」とは、学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に
関する質問紙調査です。
ここでは、名張市平均を前回調査の令和３年度と比較したときの増減を矢印で、全

国平均と比較したときの差を数値で示しています。

小学校 ※数字は、質問のあとに記載の（ ）内の選択肢で回答した割合を表しています。

質問事項 年度 Ｒ３ 増
減 Ｒ４

学
習
習
慣
等

家で自分で計画を立てて，勉強をしていますか（当てはまる） 名張市 23.3 ↗ 25.0

全国 31.2 27.5

全国との差 －7.9 －2.5

学校の授業以外に、普段（月～金曜日）、１日あたりどれくらいの
時間、勉強しますか ※学習塾や家庭教師含む
（２時間以上勉強する）

名張市 18.7 ↗ 20.1

全国 26.9 25.1

全国との差 －8.2 －5.0

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日あたりどれくらい
の時間、勉強しますか ※学習塾や家庭教師含む
（２時間以上勉強する）

名張市 19.0 ↗ 22.9

全国 29.7 26.2

全国との差 －10.7 －3.3

国
語

国語の勉強は好きですか（当てはまる） 名張市 18.5 ↗ 23.2

全国 22.7 23.4

全国との差 －4.2 －0.2

国語の授業の内容はよく分かりますか（当てはまる） 名張市 41.5 ↗ 46.4

全国 39.5 39.5

全国との差 ＋2.0 ＋6.9

算
数

算数の勉強は好きですか（当てはまる） 名張市 39.1 ↘ 34.3

全国 40.5 36.2

全国との差 －1.4 －1.9

算数の授業の内容はよく分かりますか（当てはまる） 名張市 54.8 ↘ 51.0

全国 51.6 45.6

全国との差 ＋3.2 ＋5.4

理
科

理科の勉強は好きですか（当てはまる）
〔前回調査H30年度〕

名張市 40.4 ↗ 43.0

全国 52.6 49.3

全国との差 －12.2 －6.3

理科の授業の内容はよく分かりますか（当てはまる）

〔前回調査H30年度〕

名張市 49.2 ↗ 54.7

全国 55.9 54.9

全国との差 －6.7 －0.2

授
業
改
善

５年生までに受けた授業では，課題の解決に向けて，自分で考
え，自分から取り組んでいましたか（当てはまる）

名張市 26.2 ↗ 30.5

全国 30.3 30.5

全国との差 －4.1 0.0

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深め
たり、広げたりすることができていると思いますか。（当てはまる）

名張市 26.8 ↗ 34.7

全国 33.0 37.7

全国との差 －6.2 －3.0

学習した内容について，分かった点や，よく分からなかった点を
見直し，次の学習につなげることができていますか。
（当てはまる）

名張市 30.9 ↗ 32.1

全国 32.6 33.2

全国との差 －1.7 －1.1
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※数字は、質問のあとに記載の（ ）内の選択肢で回答した割合を表しています。

質問事項 年度 Ｒ３ 増
減 Ｒ４

学
習
習
慣
等

家で自分で計画を立てて，勉強をしていますか（当てはまる） 名張市 18.8 ↘ 16.2

全国 19.4 15.4

全国との差 －0.6 ＋0.8

学校の授業以外に、普段（月～金曜日）、１日あたりどれくらいの
時間、勉強しますか ※学習塾や家庭教師含む
（２時間以上勉強する）

名張市 29.8 ↘ 26.9

全国 41.8 35.2

全国との差 －12.0 －8.3

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日あたりどれくらい
の時間、勉強しますか ※学習塾や家庭教師含む
（２時間以上勉強する）

名張市 38.0 ↘ 34.4

全国 53.5 44.9

全国との差 －15.5 －10.5

国
語

国語の勉強は好きですか（当てはまる） 名張市 22.3 ↘ 20.1

全国 23.5 24.2

全国との差 －1.2 －4.1

国語の授業の内容はよく分かりますか（当てはまる） 名張市 33.7 ↗ 35.7

全国 31.5 31.9

全国との差 ＋2.2 ＋3.8

数
学

数学の勉強は好きですか（当てはまる） 名張市 30.8 ↗ 33.1

全国 31.2 29.9

全国との差 －0.4 ＋3.2

数学の授業の内容はよく分かりますか（当てはまる） 名張市 37.8 ↗ 46.0

全国 35.6 36.1

全国との差 ＋2.2 ＋9.9

理
科

理科の勉強は好きですか（当てはまる）

〔前回調査H30年度〕

名張市 26.9 ↗ 28.5

全国 30.0 32.2

全国との差 －3.1 －3.7

理科の授業の内容はよく分かりますか（当てはまる）
〔前回調査H30年度〕

名張市 29.6 ↗ 38.1

全国 26.6 30.9

全国との差 ＋3.0 ＋7.2

授
業
改
善

１，２年生のときに受けた授業は，自分にあった教え方，教材，
学習時間などになっていましたか（当てはまる）

名張市 23.5 ↗ 26.2

全国 23.5 22.8

全国との差 0.0 ＋3.4

１，２年生のときに受けた授業では，課題の解決に向けて，自分
で考え，自分から取り組んでいましたか（当てはまる）

名張市 37.7 ↘ 37.4

全国 33.5 31.2

全国との差 ＋4.2 ＋6.2

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深め
たり、広げたりすることができていると思いますか（当てはまる）

名張市 28.3 ↗ 30.9

全国 33.9 34.1

全国との差 －5.6 －3.2

学習した内容について，分かった点や，よく分からなかった点を
見直し，次の学習につなげることができていますか（当てはまる）

名張市 23.8 ↗ 26.3

全国 26.3 25.6

全国との差 －2.5 ＋0.7

中学校
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小学校 ※数字は、質問のあとに記載の（ ）内の選択肢で回答した割合を表しています。

質問事項 年度 Ｒ３ 増
減 Ｒ４

道
徳

道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話
し合ったりする活動に取り組んでいると思いますか（当てはまる）

名張市 41.0 ↘ 40.9

全国 45.6 42.5

全国との差 －4.6 －1.6

Ｉ

Ｃ
Ｔ

５年生までに受けた授業で、コンピュータなどのＩＣＴをどの程度
使用しましたか（週１回以上）

名張市 60.7 ↗ 92.3

全国 40.1 83.2

全国との差 ＋20.6 ＋9.1

学校で、学級の友達と意見を交換する場面で、ＰＣ・タブレットな
どのＩＣＴ機器を、どの程度使っていますか。（ほぼ毎日）

名張市 － 9.9

全国 － 6.4

全国との差 － ＋3.5

学校で、自分の考えをまとめ、発表する場面で、PC・タブレットな
どのICT機器を、どの程度使っていますか（ほぼ毎日）

名張市 － 11.7

全国 － 6.9

全国との差 － ＋4.8

生
活
習
慣

朝食を毎日食べていますか（当てはまる） 名張市 85.0 ↗ 85.7

全国 85.8 84.9

全国との差 －0.8 ＋0.8

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか（当てはまる） 名張市 32.0 ↗ 35.6

全国 38.3 40.7

全国との差 －6.3 －5.1

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか（当てはまる） 名張市 51.3 ↗ 54.2

全国 55.0 56.8

全国との差 －3.7 －2.6

普段（月～金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、テレビゲーム
をしますか ※コンピュータ、スマホ等含む（２時間以上）

名張市 53.3 ↘ 52.5

全国 49.4 50.2

全国との差 ＋3.9 ＋2.3

普段（月～金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフ
ォンでSNSや動画視聴などをしますか（ゲームをする時間は除きます）

（２時間以上）

名張市 － 32.9

全国 － 32.5

全国との差 ＋0.4

自
己
有
用
感
等

自分には、よいところがあると思いますか（当てはまる） 名張市 33.4 ↗ 35.1

全国 36.2 39.4

全国との差 －2.8 －4.3

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う
（当てはまる）

名張市 49.4 ↗ 53.2

全国 43.1 46.3

全国との差 ＋6.3 ＋6.9

将来の夢や目標を持っていますか（当てはまる） 名張市 60.5 ↗ 62.0

全国 60.2 60.4

全国との差 ＋0.3 ＋1.6

人が困っているときは、進んで助けていますか（当てはまる） 名張市 43.8 ↗ 44.0

全国 43.6 44.9

全国との差 ＋0.2 －0.9
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※数字は、質問のあとに記載の（ ）内の選択肢で回答した割合を表しています。

質問事項 年度 Ｒ３ 増
減 Ｒ４

道
徳

道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話
し合ったりする活動に取り組んでいたと思いますか（当てはまる）

名張市 44.2 ↗ 44.4

全国 48.8 43.0

全国との差 －4.6 ＋1.4

Ｉ

Ｃ
Ｔ

１、２年生のときに受けた授業で、コンピュータなどのＩＣＴをどの
程度使用しましたか（週１回以上）

名張市 43.2 ↗ 95.5

全国 33.4 80.6

全国との差 ＋9.8 ＋14.9

学校で、学級の友達と意見を交換する場面で、ＰＣ・タブレットな
どのＩＣＴ機器を、どの程度使っていますか。（ほぼ毎日）

名張市 － 6.4

全国 － 5.0

全国との差 ＋1.4

学校で、自分の考えをまとめ、発表する場面で、ＰＣ・タブレットな
どのＩＣＴ機器を、どの程度使っていますか。（ほぼ毎日）

名張市 － 5.2

全国 － 4.7

全国との差 ＋0.5

生
活
習
慣

朝食を毎日食べていますか（当てはまる） 名張市 82.9 ↘ 81.0

全国 81.8 79.9

全国との差 ＋1.1 ＋1.1

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか（当てはまる） 名張市 36.0 ↗ 39.2

全国 36.3 37.0

全国との差 －0.3 ＋2.2

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか（当てはまる） 名張市 56.8 ↗ 59.7

全国 57.6 56.8

全国との差 －0.8 ＋2.9

普段（月～金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、テレビゲーム
をしますか ※コンピュータ、スマホ等含む（２時間以上）

名張市 61.6 ↘ 56.5

全国 57.0 50.3

全国との差 ＋4.6 ＋6.2

普段（月～金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフ
ォンでSNSや動画視聴などをしますか（ゲームをする時間は除きます）

（２時間以上）

名張市 － 57.9

全国 － 52.0

全国との差 ＋5.9

自
己
有
用
感
等

自分には、よいところがあると思いますか（当てはまる） 名張市 36.6 ↘ 33.9

全国 34.5 36.0

全国との差 ＋2.1 －2.1

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う
（当てはまる）

名張市 34.9 ↗ 46.2

全国 31.3 39.9

全国との差 ＋3.6 ＋6.3

将来の夢や目標を持っていますか（当てはまる） 名張市 42.6 ↘ 37.6

全国 40.5 39.8

全国との差 ＋2.1 －2.2

人が困っているときは、進んで助けていますか（当てはまる） 名張市 38.7 ↘ 34.3

全国 41.6 40.6

全国との差 －2.9 －6.3

中学校
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小学校 ※数字は、質問のあとに記載の（ ）内の選択肢で回答した割合を表しています。

質問事項 年度 Ｒ３ 増
減 Ｒ４

規
範
意
識

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか
（当てはまる）

名張市 88.8 ↘ 86.4

全国 84.1 83.9

全国との差 ＋4.7 ＋2.5

人の役に立つ人間になりたいと思いますか（当てはまる） 名張市 74.1 ↗ 74.5

全国 75.4 75.1

全国との差 －1.3 －0.6

携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について、家の
人と約束したことを守っていますか（当てはまる）

名張市 34.8 ↗ 38.5

全国 38.0 39.4

全国との差 －3.2 －0.9

地
域
貢
献

今住んでいる地域の行事に参加していますか（当てはまる） 名張市 25.9 ↘ 20.8

全国 26.7 23.4

全国との差 －0.8 －2.6

地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありま
すか（当てはまる）

名張市 14.9 － 14.9

全国 17.8 17.6

全国との差 －2.9 －2.7

読
書
習
慣

学校の授業時間以外に，ふだん（月～金曜日），１日あたりどれ
くらいの時間、読書をしますか ※教科書参考書、漫画雑誌除く
（３０分以上）

名張市 34.3 ↘ 31.0

全国 37.4 36.4

全国との差 －3.1 －5.4
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※数字は、質問のあとに記載の（ ）内の選択肢で回答した割合を表しています。

質問事項 年度 Ｒ３ 増
減 Ｒ４

規
範
意
識

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか
（当てはまる）

名張市 80.7 ↗ 82.5

全国 81.4 82.6

全国との差 －0.7 －0.1

人の役に立つ人間になりたいと思いますか（当てはまる） 名張市 78.8 ↘ 74.4

全国 74.3 73.5

全国との差 ＋4.5 ＋0.9

携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について、家の
人と約束したことを守っていますか（当てはまる）

名張市 27.7 ↗ 35.0

全国 30.9 32.2

全国との差 －3.2 ＋2.8

地
域
貢
献

今住んでいる地域の行事に参加していますか（当てはまる） 名張市 14.9 ↘ 13.3

全国 16.3 14.3

全国との差 －1.4 －1.0

地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありま
すか（当てはまる）

名張市 9.6 ↘ 8.7

全国 12.6 11.1

全国との差 －3.0 －2.4

読
書
習
慣

学校の授業時間以外に，ふだん（月～金曜日），１日あたりどれ
くらいの時間、読書をしますか ※教科書参考書、漫画雑誌除く
（３０分以上）

名張市 25.2 ↘ 21.2

全国 28.9 27.3

全国との差 －3.7 －6.1

中学校
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質問項目：授業の内容はよく分かりますか

小学校国語

小学校算数

中学校国語

中学校数学

小学校理科

中学校理科

肯定的な回答割合が、すべての教科で８０％を越えており、経年で見ても増加傾向です。全国との比較
では、小学校理科がやや低くなりましたが、他の教科においては名張市は高くなりました。今後も、子ども
たちが“わかる”と実感できる授業づくりに努め、主体的に学習に取り組めるよう授業改善を図り、学力向
上につなげます。

学校では わかる授業のための授業改善に取り組んでいます。
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家庭では 家庭学習や読書の習慣化に努める必要があります。

質問項目：１日当たりどれくらいの時間、勉強しますか。（１時間以上）※学習塾、家庭教師含む

質問項目：１日当たりどれくらいの時間、読書しますか。（３０分以上）※教科書、参考書、漫画、雑誌除く

家庭学習が「１時間以上」と回答した児童生徒の割合が全国平均より低い傾向が続いています。

学校での学習内容を定着させるために、家庭学習は重要な意味をもちます。学校の宿題とともに、
自主学習にも意欲的かつ継続的に取り組めるよう、ＩＣＴ機器等も活用し、学校と家庭が連携しなが
ら取り組んでいく必要があります。

また、読書時間が「３０分以上」の割合も同様に低い結果となっています。学校では、朝読書や読
書週間の期間を設けるなど、工夫して取り組んでいますが、ＰＴＡや学校運営協議会等の学校関係
組織とも連携しながら、家庭でも読書に取り組む機会を増やしていく必要があります。
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３ー② 児童生徒質問紙調査結果と教科の平均正答率との関係＜クロス集計＞

「児童生徒質問紙調査」とは、学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に
関する質問紙調査です。
ここでは、「児童生徒質問紙調査」のうち、特徴的な資料をいくつか示し、その傾

向と分析を記載しています。

＜例示＞

＜グラフ内の数値は（％）です＞

「国語の授業の内容はよく分かりますか」という質問に対して、「国語」で見てみると、
「当てはまる」 と回答した名張市の生徒の平均正答率は、７１．８％、
「当てはまらない」と回答した名張市の生徒の平均正答率は、４２．９％で

２８．９％の開きがあり、
「国語の授業の内容はよく分かる」と回答している生徒ほど、

「国語」の調査問題の正答率も高いということがわかります。

同様に他の調査問題も見てみると、「数学」では、２６．２％、の開きがあり、
「肯定的な回答をしている生徒ほど、平均正答率が高い」という傾向が、顕著に表れています。

※いずれのグラフにも無回答率は掲載していません。
また、質問によっては、回答項目(時間帯等）が多いため、傾向がわかる回答項目（時間帯）に関し

てのみ、掲載しています。そのため、合計数値が１００％になっていない場合があります。

中学校

このグラフでは、児童生徒が回答した選

択肢別の割合を、そのまま表しています。
Ｒ４名張市平均（中段）を、全国平均（上
段）、Ｒ３名張市平均（下段）とそれぞれ
比較することができます。
「国語の授業の内容はよく分かりますか」
（当てはまる）と回答した生徒は、

全 国で ３１．９％
名張市で ３５．７％ です。

このグラフでは、児童生徒が回答した選
択肢と、平均正答率との関係を、クロス集
計しています。
右のグラフで、「当てはまる」と回答し

た生徒の、国語の平均正答率は、
名張市で ７１．８％です。

同じ質問に対し、
ページの左半分は小学校

右半分は中学校のグラフです。

質問事項

グ ラ フ の 見 方

肯定的回答は
この２つの合計

○国語の授業の内容はよく分かりますか。
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（１）学校教育に関すること

①国語の勉強は好きですか。

肯定的回答が、小・中学校ともに全国より低いですが、前回調査よりも小学校では
高くなっています。

☞

②国語の授業の内容はよく分かりますか。

小学校 中学校

小学校 中学校

肯定的回答が、小・中学校ともに全国より高い、よい傾向が続いています。前回調
査と比べると「当てはまる」との回答が小・中学校とも増加し、全国より高くなっ
ています。

☞
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③算数・数学の勉強は好きですか。

肯定的回答が、全国と比べると小学校では低く、中学校では高い結果がみられます。肯定的回答が、全国と比べると小学校では低く、中学校では高い結果がみられます。
前回調査と比べると、小学校では減少しましたが、中学校では増加しています。

☞

④算数・数学の授業の内容はよく分かりますか。

小学校 中学校

小学校 中学校

肯定的回答が、小・中学校ともに全国より高い、よい傾向が続いています。前回調
査と比べると、小学校では減少し、中学校で増加しています。

☞
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⑤理科の勉強は好きですか。

肯定的回答が、全国と比べると小・中学校とも低い結果がみられます。前回調査と
比べると、「当てはまる」との回答が小・中学校とも増加しています。

☞

⑥理科の授業の内容はよく分かりますか。

小学校 中学校

小学校 中学校

肯定的回答が、全国と比べると小学校では低く、中学校では高い結果がみられます。肯定的回答が、全国と比べると小学校では低く、中学校では高い結果がみられます。
前回調査と比べると、小・中学校とも「当てはまる」との回答が増加しています。
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肯定的回答が全国と比べると小学校では低く、中学校では高い結果がみられます。
前回調査と比べると小学校で減少し、中学校では増加しています。

☞

中学校

小学校 中学校

肯定的回答が、全国と比べると、小・中学校とも高い結果がみられます。前回調
査と比べると、小学校で減少し、中学校で増加しています。

☞

⑧道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んで
いると思いますか。

小学校

⑦ ５年生（中学１、２年生）までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から
取り組んでいましたか。
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⑨自分には、よいところがあると思いますか。

肯定的回答が全国と比べると、小・中学校で低い結果がみられます。前回調査と比
べると、小学校で増加し、中学校で減少しています。
☞

⑩将来の夢や目標を持っていますか。

小学校 中学校

小学校 中学校

肯定的回答が全国と比べると、小学校で高く、中学校で低い結果がみられます。
前回調査と比べると小学校で増加し、中学校で減少しています。

☞
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【学校教育に関する特徴的なこと】

・国語、算数・数学、理科に関しては、「勉強は好きですか。」の質問は、中学校数学で、
肯定的な回答割合が全国平均と比べ高い。「授業の内容はよく分かりますか。」の質問に
対しては、肯定的な回答割合が小学校理科で全国平均と比べ低いが、小・中学校の国語、
算数・数学と中学校理科で全国平均より高い。

・「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか。」の質問に対して、
中学校では、肯定的な回答が割合が全国平均及び、前年度と比べ高い。

・道徳に関しては、「自分の考えを深めたり、話し合ったりする活動に取り組んでいる
か。」の質問に対して、肯定的な回答割合が小・中学校とも全国平均と比べ高い。

・「自分にはよいところがある」の質問に対して肯定的な回答割合が、前回調査と比べ小学
校で増加している。

各教科について、「好きですか」、「授業の内容はよく分かりますか」という質問に

対する回答と、各調査項目の平均正答率との間には相関関係があります。しかし、本市
の調査結果からは、「よく分かる」という回答が全国を上回っていても、平均正答率は
全国より低い調査項目があります。学習内容の定着につながるよう授業改善を図り、学
校全体、学校体制での指導方法の研究や学習内容の吟味等をすすめ、着実な学力向上を
目指していく必要があります。
また、「自分には、よいところがあると思いますか」「将来の夢や目標を持っていま

すか」という質問に対し、中学校では、肯定的な回答割合は全国平均よりも低くなって
います。学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら必要な資質・能力を身に付
けていくことができるようキャリア教育等の充実を図る必要があります。
さらに、ＩＣＴを活用した指導方法等の工夫改善により、「個に応じた指導」の充実

を図る必要があります。

☞

⑪学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげる
ことができていますか。

小学校 中学校
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肯定的回答が全国と比べると、小学校で低く、中学校で高い結果がみられます。
前回調査と比べると小学校で減少し、中学校で増加しています。

☞
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肯定的回答が、小・中学校とも全国より高くなっています。前回調査と比べると、
小・中学校ともに増加しています。

（２）生活習慣に関すること

①朝食を毎日食べていますか。

肯定的回答が、小・中学校とも全国より高くなっています。前回調査と比べると、
小・中学校とも減少しています。

☞

②毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。

小学校 中学校

小学校 中学校

☞
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③毎日、同じくらいの時刻に起きていますか。

肯定的回答が、全国と比べると小学校では高く、中学校で低くなっています。前回
調査と比べると、小学校で増加し、中学校ではやや減少しています。

☞

小学校 中学校

④普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（携帯電話等を使ったゲ
ームも含む）をしますか。

小学校 中学校

小・中学校とも、長時間ゲームをすると回答した割合が全国より高くなっています。小・中学校とも、長時間ゲームをすると回答した割合が全国より高くなっています。☞
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【生活習慣で特徴的なこと】

・「朝食を毎日食べていますか。」の質問に対して、肯定的な回答割合は、小・中学校とも
に全国平均よりやや高い。

・「毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。」という質問に対する肯定的な回答割合は、
小・中学校とも前回調査より高い。

・「普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（携帯電話等
を使ったゲームも含む）をしますか。」という質問に対して、長時間するとの回答が全国
より高い。

上記のクロス集計から分かりますが、家庭での生活習慣と、学力には相関関係があり
ます。④「普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム
（携帯電話等を使ったゲームも含む）をしますか。」のクロス集計をみても、ゲームを
「４時間以上する」と回答した児童生徒と、「全くしない」と回答した児童生徒との各
教科の平均正答率を比較すると小・中学校ともおよそ１０ポイント以上の差がみられま
す。
児童生徒の健やかな成長のためには、適切な運動、調和のとれた食事、十分な休養・

睡眠が大切です。こうした生活習慣を身に付けていくためには家庭の果たすべき役割は
大きいところです。学校と家庭がこれまで以上に連携を強化し、生活習慣の確立や生活
リズムの向上を学習意欲の向上につなげる必要があります。

☞

（３）学習習慣等に関すること

①家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか。
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肯定的回答が、全国と比べると小学校で低く、中学校で高くなっています。前回調
査と比べると、小学校で減少し、中学校で増加しています。

☞
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全国より低い傾向が続いています。前回調査と比べると、学習時間が（２時間以
上）と回答した児童生徒の割合が、小学校で増加し、中学校で減少しています。

②学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしま
すか。（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）

小学校 中学校

小学校 中学校

☞
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③土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。（学習塾で勉
強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）
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全国より低い傾向が続いています。前回調査と比べると、学習時間が（２時間以
上）と回答した児童生徒の割合が、小学校で増加し、中学校で減少しています。

☞
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小学校 中学校

④学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読書をします
か。（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）

全国より低い傾向が続いています。前回調査と比べると、読書時間が（30分以上）
と回答した児童生徒の割合が、小・中学校とも減少しています。

☞

6.9 

5.8 

7.2 

8.6 

9.3 

10.1 

18.8 

15.9 

19.1 

22.8 

24.2 

23.2 

15.5 

15.7 

14.1 

27.4 

29.1 

26.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ3

Ｒ4

Ｒ4

名
張

市
全

国

２時間以上 １時間以上、２時間より少ない

３０分以上、１時間より少ない １０分以上、３０分より少ない

１０分より少ない 全くしない

80.4 

71.2 72.9 

64.9 

59.5 

65.9 

71.9 

64.7 65.7 65.6 
62.7 64.2 62.1 

54.8 

59.7 60.3 
58.3 58.0 

30

40

50

60

70

80

国語 算数 理科

6.5 

3.5 

4.6 

9.8 

4.4 

7.8 

21.7 

13.3 

14.9 

25.3 

23.2 

21.3 

23.6 

14.4 

12.3 

12.8 

41.3 

39.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ｒ3

Ｒ4

Ｒ4

名
張

市
全

国

２時間以上 １時間以上、２時間より少ない

３０分以上、１時間より少ない １０分以上、３０分より少ない

１０分より少ない 全くしない

69.5 

41.0 
44.1 

68.5 

45.2 
48.2 

72.5 

49.7 48.1 

68.8 

54.3 

47.2 

68.6 

49.1 47.4 

64.5 

47.9 
43.6 

30

40

50

60

70

80

国語 数学 理科

【学習習慣等について特徴的なこと】

・「自分で計画を立てて勉強をしていますか。」という質問に対する肯定的な回答が、中学校
では全国平均より高く、前回調査より増加している。

・平日の家庭学習の時間について、全国と比べると、「２時間以上」学習をする割合は小学校
では前回調査より増加し、中学校では減少している。

・読書する時間について、全国と比べると「30分以上」する割合は小・中学校とも低くなって
いる。読書を全くしないと回答した割合は増加している。

本市の児童生徒の家庭における学習時間が、平日や休日とも全国平均に比べて短いとい
う結果がみられます。また、読書の時間も全国平均より総じて短いという結果です。今
後、ＩＣＴ等も活用し、宿題や自主学習等のあり方や内容について見直し、家庭での学
習習慣・読書習慣の定着に向けて、家庭と連携して取り組んでいく必要があります。

☞
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肯定的回答が、小・中学校とも全国より低くなっています。前回調査と比べると
小・中学校とも減少しています。

（４）地域貢献・社会貢献に関すること

①今住んでいる地域の行事に参加していますか。

肯定的回答が、小・中学校ともに全国より高くなっています。前回調査と比べると
小・中学校とも減少しています。

☞

②地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがありますか。

小学校 中学校

小学校 中学校

☞
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【地域貢献・社会貢献について特徴的なこと】

・「今住んでいる地域の行事に参加していますか。」という質問に対する肯定的な回答割合
は、小・中学校とも全国より低い。

・「地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがありますか。」という質問に対
する肯定的な回答をしている児童生徒の割合は、前回調査と比べると小・中学校とも減少
している。

・「人の役に立つ人間になりたい」と肯定的な回答をしている児童生徒の割合は、小・中学
校とも全国より高い。

③人の役に立つ人間になりたいと思いますか。

肯定的回答が、小・中学校とも全国より高い結果がみられます。前回調査と比べる
と、小学校は増加し、中学校では減少しています。

☞

小学校 中学校

地域の行事への参加について、肯定的な回答が小・中学校ともに全国平均を下回る結
果でした。また、「地域や社会をよくするために何をすべきかを考える」子どもが前回
調査より減少していることからも、ふるさと学習「なばり学」等により、自分の住んで
いるふるさとへの興味・関心が高めていく必要があります。
また、本市の子どもたちの貢献心は小・中学校ともに９５パーセントを超え、よい傾

向が続いています。

☞
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４ 学校質問紙調査結果の特徴的な傾向と分析

「学校質問紙調査」とは、学校における指導方法に関する取組や、学校における人
的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査です。
ここでは、「学校質問紙調査」のうち、特徴的な資

料をいくつか示し、その傾向と分析を記載しています。

①調査対象学年の児童（生徒）に対して，前年度
までに，学校生活の中で，児童（生徒）一人一人
のよい点や可能性を見つけ評価する（褒めるな
ど）取組を行いましたか

②ＩＣＴを活用した校務の効率化（事務の軽減）
に取り組んでいますか

③調査対象学年の児童（生徒）に対して，前年度
までに，習得・活用及び探究の学習過程を見通し
た指導方法の改善及び工夫をしましたか

⑤調査対象学年の児童（生徒）に対する国語の指導とし
て，前年度までに，目的に応じて，自分の考えとそれを
支える理由との関係を明確にして書いたり，書き表し方
を工夫したりする授業を行いましたか

④調査対象学年の児童（生徒）に対して、特別の
教科 道徳において、児童（生徒）自らが自分自
身の問題として捉え，考え、話し合うような指導
の工夫をしていますか

⑥調査対象学年の児童（生徒）に対する算数（数学）の
指導として，前年度までに，公式やきまり，計算の仕方
等を指導するとき，児童（生徒）がそのわけを理解でき
るように工夫していましたか

※質問項目の後に（ ）のない場
合、グラフの数値は、学校が「よ
く行った」「どちらかといえば行
った」と回答した割合（％）

⑦調査対象学年の児童に対する理科の授業におい
て，前年度に，教科担任制を実施していましたか
（小学校のみ）

⑧調査対象学年の児童（生徒）に対して，前年度
までに，一人一人に配備されたＰＣ・タブレット
などのＩＣＴ機器を，授業でどの程度活用しまし
たか（週3回以上）
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※質問項目の後に（ ）のない場合、グラフの数値は、学校が「よく行った」「どちらかといえば行った」
と回答した割合（％）

⑨調査対象学年の児童（生徒）は，学級やグルー
プでの話合いなどの活動で，自分の考えを相手に
しっかりと伝えることができていると思いますか

⑩令和３年度の全国学力・学習状況調査の分析結
果について，近隣等の小学校（中学校）と成果や
課題を共有しましたか

⑪地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどの仕
組みを生かして，学校の美化，登下校の見守り，学習・
部活動支援，放課後支援，学校行事の運営等，保護者や
地域の人との協働による活動を行いましたか

⑫調査対象学年の児童（生徒）の保護者に対して，
前年度までに，児童（生徒）の家庭学習を促すよ
うな働きかけを行いましたか

【学校質問紙調査について特徴的なこと】

・教育活動全体を通じて、児童生徒一人ひとりのよい点や可能性を見つけ評価する取組が行われている。

・国語では、「目的に応じて、自分の考えとそれを支える理由との関係を明確にして書いたり、書き表し方
を工夫したりする授業を行いましたか」の質問で、本市は、全国に比べ高い数値を示しているが、教科の
調査の該当の設問においては、正答率が低い結果となっており、定着に向けた学習指導が必要である。

・算数・数学では、「公式やきまり、計算の仕方等を指導するとき、児童（生徒）がそのわけを理解できる
ように工夫していましたか」は、本市では小中学校とも100パーセントである。児童生徒質問紙にも「公
式やきまりを習うとき、そのわけを理解するようにしているか」についての質問があり、小学校で87.1パ
ーセント、中学校で82.9パーセントが肯定的な回答をしており、全国を上回っている。

・教科担任制については、全国との差が見られる。本市でも効果が見られた学校もあることから、小学校高
学年での教科担任制の段階的導入を進めていく必要がある。

・ＩＣＴ機器を、授業でどの程度活用できているかについては、小学校で100パーセント、中学校で80パー
セントであり、全国平均を上回っている。今後は、ＩＣＴ機器等を効果的に活用した授業改善を進めてい
く必要がある。

・「学級やグループでの話合いなどの活動で、自分の考えを相手にしっかりと伝えることができていると思
いますか」では、小中学校ともに全国を下回っており、日常的な言語活動の充実を図っていく必要がある。

・すべての中学校区において小中一貫教育が実施されていることもあり、近隣の小学校（中学校）と教育目
標を共有する取組や本調査の分析結果（成果や課題）の共有等については、全国より大幅に進んでいる。

・コミュニティ・スクールなどの仕組みを生かした保護者や地域の人々との協働による活動は、全国平均を
上回り、高い数値を示している。各学校において、学校運営協議会が核となり、学校・保護者・地域住民
が、地域の子どもたちの学びと育ちに関わる当事者として、「学校運営」「学校支援」等において、さら
に連携・協働し、取組を充実させていく必要がある。

・家庭学習の働きかけについては、小中学校とも100パーセントであり、全国を上回っている。しかし、実
際の家庭学習の時間では、小中学校とも全国を下回っている。実効性のある取組となるよう、分析・検証
し、改善を図る必要がある。
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名張市教育委員会では、令和３年度から「第二次名張市子ども教育ビジョン後期計画

（令和３年３月策定）に基づき、「夢をはぐくみ 心豊かで 元気な 『ばりっ子』」

をめざす子ども像に、さまざまな取組を進めているところです。

子どもたちの確かな学力の育成をめざし、子どもの心理的・身体的な発達段階に応じ
たきめ細やかな指導・支援を行うことにより、基礎的・基本的な「知識及び技能」、
「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力・人間性等」の資質・能力を育む取
組を行っています。
全国学力・学習状況調査は、「義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、

全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、
その改善を図るとともに，学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善
等に役立てる。さらに，そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイ
クルを確立する」ことを目的としています。
本教育委員会や各学校では、本調査結果から子どもたちの学力や学習状況を把握・分

析、検証し、児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善に取り組み、子どもたちに
とってわかる授業づくりを進めることにより、子どもたちの学習意欲と学力の向上をめ
ざすとともに、子どもたちの生きる力を育て、中学卒業時には充分な学力を培うことを
めざしています。
これまでの本市の小中学校の取組の結果、本年度の調査で以下のような成果が現われ

ています。

５ 成果、課題と今後の取組について

○ 国語について、小学校では、「漢字や仮名の大きさ、配置に注意して書くこと。」などの

「我が国の言語文化に関する事項」の領域における正答率が全国平均より高くなりました。

中学校では、「相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工

夫すること。」などの「話すこと・聞くこと」の領域における正答率が全国よりやや低くなり

ましたが、三重県平均より高くなりました。

算数・数学について、小学校では「乗法の計算」、中学校では「連立二元一次方程式」など

の「数と計算」の領域において、正答率が全国平均に迫る結果となりました。

理科について、小学校では「生命」を柱とする領域において、三重県平均より高く、全国平

均に迫る結果となりました。

○ 児童生徒質問紙調査において、「授業の内容はよく分かりますか」という質問に対し肯定的

な回答を行った児童生徒の割合は、全国平均と比べると小学校の理科でやや下回りましたが、

他の教科は小中学校とも全国平均を上回りました。授業改善により児童生徒の学習意欲の向上

が進んでいる成果といえます。また、「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思

う」の質問については、小中学校とも経年的に全国より高い傾向がみられ、前回調査より上昇

しており、児童生徒と教職員の良好な関係性が伺えます。さらに、ＩＣＴの活用についても、

全校より大幅に活用状況が高い結果が見られ、強みといえます。

○
しかし、同時に以下のような課題もあります。

○ 国語において、小学校では、文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところ

を見付けるなど「書くこと」の領域、中学校でも、自分の考えが伝わる文章になるように、根

拠を明確にして書くことなどの「書くこと」の領域について正答率が低く、弱みが見られます。

小学校算数では、数量が変わっても割合は変わらないことなどの「変化と関係」の領域、中

学校でも、筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明することなどの「図形」の領域に弱

みが見られます。

-39-



このような課題克服のため、「第二次名張市子ども教育ビジョン後期計画」の方針に
基づき、さらなる学力の向上に向けた以下の取組をすすめます。

＜教職員の指導力の向上とたゆまぬ授業改善＞

学習指導要領をふまえ、習得・活用・探究という学びの過程全体を見渡しながら、子どもた

ちの資質・能力を育成するため、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を図る

とともに、これまでに引き続き、学力向上に向けた効果的な指導方法を全教職員で共有し、

『魅力ある学校づくり』をベースにして、『学力向上３本の矢』（めあての明示と振り返りの

ある授業、言語活動の充実、充実した家庭学習）や『ユニバーサルデザイン』の視点を意識す

るなど、わかる授業づくりのための授業改善を進めていきます。

また、学習の習熟の程度に応じた学習や補充的な学習、発展的な学習、ＩＣＴ機器を活用し

た学習などの学習方法を取り入れることによる、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充

実を図ります。

さらに、教育委員会の指導主事が学校を訪問し、学力向上にむけた各学校の今後の取組の聞

き取りや授業参観等を実施し、具体的な指導・助言をするなどの学校支援を行います。また、

本調査結果でみられた課題の解決や授業改善を目指した研修を実施し、教職員の資質や指導力

の向上を図ります。

＜ＰＤＣＡサイクルの確立＞

全国学力・学習状況調査の結果について、該当学年・教科担当者だけでなく、全校体制での

自校採点、分析によって自校の強みと弱みの把握に努めるとともに、弱みを克服するための学

習指導・学習支援を早い段階から積極的に行います。

すべての学校、学年、学級、教科の担当者が、すべての子どもたちにその学年で身につける

べき学習内容の確実な定着を図り、進級・進学させるために、全国学力・学習状況調査やみえ

スタディ・チェックを活用して年度内に自校の取組を検証し、次なる授業改善に生かします。

また、学習内容の理解と定着の確認を大切にし、学校体制での系統的・継続的な取組、教職員

の意欲的かつ主体的な取組を推進していきます。

＜小中一貫教育の推進＞

「名張市子ども教育ビジョン（後期計画）」では、「小中一貫教育の推進」を重点取組の一

つとしており、グランドデザイン及び推進カリキュラムに基づき、義務教育９年間の系統性・

連続性を確保した学習指導の充実を図ることで、学力向上をめざすこととしています。すべて

の教職員が９年間の学習等について具体的なイメージをもち、当該学年における指導の充実や

指導方法の改善を図るとともに、校内はもちろん、校種の枠を越えた指導・教育を行うことに

より、子どもたちの学びと育ちを保障し、「知識及び技能」、「思考力・判断力・表現力等」、

「学びに向かう力・人間性等」の資質・能力を育んでいきます。

＜コミュニティ・スクールの推進＞

家庭学習の定着、読書の習慣化の取組はもとより、食生活の改善、地域貢献の場の設定等、

学校、家庭、地域がともに知恵を出し合い、子どもたちの生活習慣改善や学力の向上等、豊か

な成長を支えていくための大きな推進力となるよう、一体となって取組を進めていきます。ま

た、地域づくり組織等において進める、地域学校協働活動（子どもたちの学びと成長を支える

活動や子どもたちが地域貢献できる活動等）とも連携・協働し、自己有用感等の学びの土台と

なる資質・能力を培っていきます。

○ 小学校理科では、日光は直進することなどの「エネルギーを柱とする領域」、中学校理科で

も、力の働きに関する知識及び技能を活用して、物体に働く重力とつり合う力を矢印で表し、

その力を説明できるかなどの「エネルギーを柱とする領域」に弱みが見られます。

○ 家庭生活では、学習時間が短く、読書習慣も定着していない現状が本年度も見られます。自
ら意欲的に家庭学習に取り組もうとする態度にまで高め、自律的学習へと結びつけるための工

夫や手立てが求められます。
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